
 

１．入試制度の名称変更について 

  ・各入試制度名が以下のとおり変更となります。 

変更前  変更後 

推薦入試 → 学校推薦型選抜 

同窓生特別推薦入試 → 同窓生特別推薦選抜 

ＡＯ入試 → 総合型選抜 

一般入試 → 一般選抜 

大学入試センター試験利用入試 → 大学入学共通テスト利用選抜 

 

２．出願方法の変更について 

・編入学試験を除くすべての入試において、ＷＥＢ（インターネット）出願となります。 

 

３．学校推薦型選抜（公募制）の出願資格等の一部変更について 

  ・出願条件が以下のとおり変更となります。 

   （変更）日本語日本文学科の出願条件の評定平均値が「3.3 以上」となります。 

 

４．同窓生特別推薦選抜の出願資格等の一部変更について 

・出願条件が以下のとおり変更となります。 

（変更）日本語日本文学科の出願条件の評定平均値が「3.2 以上」となります。 

 

５．総合型選抜の出願資格等の一部変更について 

（変更１）メディア情報学科では、面接時にメディアに関して関心のある事柄の発表（2 分間程度）を行

っていただきます。 

（変更２）日本語日本文学科の総合型選抜における定員を 25 名とします。 

 

６．一般選抜・大学入学共通テスト利用選抜について 

 一般選抜 

・日本語日本文学科の一般選抜における定員を 27名とします。 
・健康栄養学科は一般Ｄ日程でも実施します。ただし受験科目は「国語」「外国語」の組み合わせのみと 

し、複数同時出願の対象学科となります。 

  ・試験問題においては、「知識・技能」に加え「思考力・判断力・表現力」を評価する記述式問題を出題
します。 

  ※英語の外部検定試験の活用については見送ります。 

 大学入学共通テスト利用選抜 

・日本語日本文学科の大学共通テスト利用選抜における定員を 13名とします。 
・英語文化コミュニケーション学科における「外国語」の配点を 300点とします。 

 

７．「主体性・多様性・協働性」の評価について 
  ・「学校推薦型選抜」および「総合型選抜」においては、従来から調査書等をもとに面接や合否判定を行

っており、引き続きこの方法により調査書等を活用して「主体性・多様性・協働性」を評価します。尚、
「一般選抜」において調査書の内容を合否判定に活用することはありません。出願時に提出された調査
書等については入学後の教育の参考資料とします。 

  ・「Japan e-Portfolio」をはじめとする eポートフォリオは利用しません。 
 

※上記の変更以外は前年と同様です。 

２０２１年度入学者選抜の主な変更点など 

＜お問い合わせ＞相模女子大学・相模女子大学短期大学部 

入試課 〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京 2-1-1 

フリーダイヤル 0120-816-332 電話 042-749-553 

2020 年 4 月時点 


